
第１章 現下の日本経済の課題と考え方
１．日本経済の現状と課題

（３）人材への投資による生産性の向上
次に鍵となるのが、人材への投資を通じて経済社会の生産性を上げることである。
今後本格化する人口減少・少子高齢化は必ずしもピンチや重荷でなく、イノベーションのチャンスとして捉えるべきである。労働力の減少

は、生産性、創造性の向上の機会でもある。Society5.0 （超スマート社会）の実現に欠かせない投資が起き、経済社会の生産性向上に向
けた好循環が生じることが期待される。

「人材への投資による生産性向上」を改革に向けた取組の中心に据え、我が国に立ちはだかる中長期的課題を克服する。
第２章 成長と分配の好循環の拡大と中長期の発展に向けた重点課題

１．働き方改革と人材投資を通じた生涯現役社旗の実現
（１）働き方改革
➆若者が活躍しやすい環境整備、高齢者の就業支援
就職氷河期世代や若者の活躍に向けて、職務経歴、職業能力等に応じた集中的な正社員化支援等を行う。また、高校中退者等の高卒

資格取得に向けた学習相談・支援を行う。
（２）人材投資・教育
③リカレント教育等の充実

雇用吸収力や労働生産性の高い職業への転職・再就職を支援することは、国全体の労働参加率や生産性の向上につながる。
また、企業を取り巻く経済社会環境の変化は加速し、企業内だけで人材育成を行うことは、技術的にも資金的にも難しい状況になっている。

このため、都道府県、大学、高等学校、公設試験研究機関、地元産業界等の参加等により地域人材育成を図る仕組みを構築する。さらに、
離職した女性の復職・再就職や社会人の学び直しなどを支援するため、受講しやすい講座の充実・多様化や教育訓練給付の対象の拡大等
により、リカレント教育の充実を図る。また、実践的な職業教育を行う専門職大学の創設、サービス産業の生産性向上を担う経営人材を育成
するため、大学等における食分野、観光分野等 の実践的な専門教育プログラムの開発を促進するほか、キャリア教育の推進、高等学校に
おける学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の活用促進等を図る。

２．成長戦略の加速等
600兆円経済の実現に向けて「未来投資戦略2017」 に基づき、以下の成長戦略を強力に推進する。中長期的な成長を実現していくため

に、近年急激に起きているＩｏＴ、ビッグデータ、人工知能（ＡＩ）、ロボット、シェアリングエコノミー等の第四次産業革命の技術革新を、あらゆる産
業や社会生活に取り入れることにより、様々な社会課題を解決するSociety5.0を世界に先駆けて実現する。

その際、モノとモノ、人と機械・システム、人と技術、異なる産業に属する企業と企業、世代を超えた人と人、製造者と消費者など、様々なも
のをつなげる新たな産業システム（Connected Industries）への変革を推進する。
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